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ポ
ケ
ッ
ト

平成26年7月1日発行　第503号

法人会キャラクターけんたくん 7
2014

【ケヤキ】 平成元年3月制定

堂 と々根を張り、枝を繁茂させる旺盛な樹勢と美し
い樹枝は、「伸びゆく福島」を象徴するもの。

【シジュウカラ】 昭和62年3月制定

四季を通じて市内に生息し、身近に見られ、他の鳥
と識別しやすく、広く市民に親しまれている鳥です。

【モモ】 平成元年3月制定

春、市の郊外を美しく彩るモモの花は、信夫野の風
物として心を和ませ、希望と活力を与えてくれます。

木
福島市の

鳥
福島市の

花
福島市の

　家
内
が
古
い
道
具
や
漆
器
な
ど
に
興
味

が
あ
る
の
で
、知
ら
ず
知
ら
ず
に
私
も
気

に
な
る
よ
う
に
な
っ
て
お
り
、出
張
な
ど

の
機
会
に
は
酒
器
な
ど
を
買
っ
て
く
る
事

も
多
く
な
っ
て
い
ま
し
た
。先
日
会
津
若

松
に
行
く
機
会
が
あ
り
、時
間
が
空
い
た

の
で
前
か
ら
興
味
の
あ
っ
た
会
津
塗
り
の

作
業
場
を
訪
ね
て
み
ま
し
た
。

　作
業
場
の
見
学
も
そ
こ
そ
こ
に
直
売
所

で
眺
め
て
お
り
ま
し
た
と
こ
ろ
、売
り
子

さ
ん
の
速
射
砲
の
よ
う
な
説
明
が
。初
め

て
耳
に
し
た
こ
と
は
漆
器
に
は
殺
菌
作
用

が
あ
る
と
い
う
。大
腸
菌
、O

－

１
５
７
、

サ
ル
モ
ネ
ア
菌
な
ど
も
、４
時
間
後
に
半

減
、
24
時
間
後
に
ゼ
ロ
に
な
る
と
い
う
実

験
結
果
が
出
て
い
る
そ
う
な
の
で
す
。昔

の
人
は
ち
ゃ
ん
と
分
か
っ
て
い
た
よ
う

で
、緑
色
の
漆
器
は
殿
さ
ま
の
お
毒
見
用

に
開
発
さ
れ
、毒
が
あ
れ
ば
色
が
変
化
す

る
の
だ
そ
う
で
す
。日
常
に
使
う
物
こ
そ

環
境
ホ
ル
モ
ン
の
疑
い
の
あ
る
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
を
や
め
て
、天
然
の
抗
菌
作
用
の

あ
る
漆
器
を
使
い
な
さ
い
と
、も
う
完
全

に
漆
器
組
合
に
取
り
込
ま
れ
た
形
で
色
々

購
入
の
運
び
と
な
り
ま
し
た
。

　そ
ん
な
訳
で
こ
れ
か
ら
は
日
本
の
伝
統

技
術
を
愛
で
つ
つ
、安
心
し
て
食
生
活
を

送
れ
る
と
い
う
も
の
。た
だ
し
い
く
ら
安

全
だ
と
は
言
っ
て
も
、食
い
し
ん
坊
の
私

は
箸
の
先
ま
で
食
べ
な
い
よ
う
に
注
意
し

な
け
れ
ば
、ね
。

（
伊
藤
記
）

公益社団法人公益社団法人

福島市役所 本庁舎



第
2
回 

通
常
総
会
開
催

第
2
回 

通
常
総
会
開
催

第
2
回 

通
常
総
会
開
催

　

第
２
回
通
常
総
会
は
、
去
る
６
月
６
日

（
金
）午
後
４
時
10
分
よ
り
サ
ン
パ
レ
ス
福

島
に
て
開
催
さ
れ
た
。

　

議
事
で
は
、
平
成
25
年
度
収
支
決
算
承

認
の
件
が
上
程
さ
れ
、
異
議
な
く
承
認
さ

れ
た
。
ま
た
、
主
要
事
業
計
画
と
し
て
、

（
１
）税
知
識
の
普
及
を
目
的
と
す
る
事

業
、（
２
）納
税
意
識
の
高
揚
を
目
的
と
す

る
事
業
、（
３
）税
制
及
び
税
務
に
関
す
る

調
査
研
究
並
び
に
提
言
に
関
す
る
事
業
、

（
４
）地
域
企
業
の
健
全
な
発
展
に
資
す
る

事
業
、（
５
）地
域
社
会
へ
の
貢
献
を
目
的

と
す
る
事
業
、（
６
）会
員
交
流
に
資
す
る

た
め
の
事
業
、（
７
）会
員
の
福
利
厚
生
等

に
関
す
る
事
業
、（
８
）そ
の
他
本
会
の
目

的
を
達
成
す
る
た
め
の
事
業
を
実
施
す
る

こ
と
と
し
た
。

　

ま
た
、来
賓
の
舩
形
福
島
税
務
署
長
様
、

佐
藤
福
島
県
知
事
様
、
小
林
福
島
市
長
様

に
祝
辞
を
賜
り
、
ス
ム
ー
ズ
な
進
行
の
う

ち
に
終
了
し
た
。

　

表
彰
規
程
に

基
づ
く
表
彰
も

行
わ
れ
、
次
の

方
々
が
受
賞
さ

れ
た
。（
敬
称
略
）

◎
会
員
増
強
表
彰

　

樋
口　

郁
雄
（
福
島
信
用
金
庫
）

　

紺
野　

正
雄
（
㈱
Ａ
水
技
研
）

　

最
上　
　

諭
（
㈱
総
合
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ツ
）

◎
福
利
厚
生
制
度

　
　
　
　（
経
営
者
大
型
総
合
保
障
制
度
推
進
表
彰
）

会
員
の
部

〈
金
賞
〉

　

鈴
木
武
雄
（
㈱
ビ
ジ
ネ
ス
サ
ポ
ー
ト
）

〈
銅
賞
〉

　

石
本　

朗
（
㈱
福
島
丸
公
）

◎
受
託
会
社
職
員
の
部

〈
金
賞
〉

　

村
島　
　

誠
（
大
同
生
命
保
険
㈱
）

　

高
野　

恭
子
（
大
同
生
命
保
険
㈱
）

　

阿
部　

洋
子
（
大
同
生
命
保
険
㈱
）

村島　誠氏 鈴木武雄氏 紺野正雄氏
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Ⅰ 一般正味財産増減の部

　1. 経常増減の部

　　(1) 経常収益

　　　  基本財産運用益

　　　  特定資産運用益

　　　  受取会費

　　　  事業収益

　　　  受取補助金等

　　　  受取負担金

　　　  受取寄付金

　　　  雑収益

　　【経常収益計】

　　(2) 経常費用

　　　  事業費

　　　  管理費

　　【経常費用計】

　　　  評価損益等調整前当期経常増減額

　　【評価損益等計】

　　　  当期経常増減額

　　2. 経常外増減の部

　　(1) 経常外収益

　　【経常外収益計】

　　(2) 経常外費用

　　【経常外費用計】

　　　  当期経常外増減額

　　　  税引前当期一般正味財産増減額

　　　　  法人税、住民税及び事業税

　　　  当期一般正味財産増減額

　　　　  一般正味財産期首残高

　　　　  一般正味財産期末残高

Ⅱ 指定正味財産増減の部

　　　  受取補助金等

　　　　  受取全法連助成金

　　　  一般正味財産への振替額

　　　　  一般正味財産への振替額

　　　  当期指定正味財産増減額

　　　　  指定正味財産期首残高

　　　　  指定正味財産期末残高

Ⅲ 基金増減の部

　　　　  当期基金増減額

　　　　  基金期首残高

　　　　  基金期末残高

Ⅳ 正味財産期末残高

0

1,192

19,774,157

8,499,140

13,359,000

2,162,000

51,950

3,163,423

47,010,862

36,051,532

7,224,942

43,276,474

3,734,388

0

3,734,388

0

0

0

3,734,388

0

3,734,388

41,205,510

44,939,898

12,804,000

12,804,000

△ 12,804,000

△ 12,804,000

0

0

0

0

0

0

44,939,898

650

211

19,871,400

5,359,800

13,061,200

2,353,000

200,000

707,582

41,553,843

31,905,497

8,566,905

40,472,402

1,081,441

0

1,081,441

0

0

0

1,081,441

72,000

1,009,441

40,196,069

41,205,510

12,398,800

12,398,800

△ 12,398,800

△ 12,398,800

0

0

0

0

0

0

41,205,510

△　650

981

△ 97,243

3,139,340

297,800

△ 191,000

△ 148,050

2,455,841

5,457,019

4,146,035

△ 1,341,963

2,804,072

2,652,947

0

2,652,947

0

0

0

2,652,947

△　72,000

2,724,947

1,009,441

3,734,388

405,200

405,200

△ 405,200

△ 405,200

0

0

0

0

0

0

3,734,388

平成 25 年度 決算 ・ 平成 26 年度 予算 （単位：円）
平成25年度　正味財産増減計算書（平成25年4月1日から平成26年3月31日まで）

科　　目 当 年 度 前 年 度 増　　減

Ⅰ 一般正味財産増減の部

　1. 経常増減の部

　　(1) 経常収益

　　　  受取会費

　　　  事業収益

　　　  受取補助金

　　　  受取負担金

　　　  雑収益

　　【経常収益計】

　　(2) 経常費用

　　　  事業費

　　　  管理費

　【経常費用計】

　　　  当期経常増減額

　2. 経常外増減の部

　　(1) 経常外収益

　【経常外収益計】

　　(2) 経常外費用

　　　  法人税、住民税及び事業税

　【経常外費用計】

　　　  当期経常外増減額

　　　  当期一般正味財産増減額

　　　　  一般正味財産期首残高

　　　　  一般正味財産期末残高

Ⅱ 指定正味財産の部

　　　  受取全法連助成金

　　　　  一般正味財産への振替額

　　　  当期指定正味財産増減額

　　　  指定正味財産期首残高

　　　  指定正味財産期末残高

Ⅲ 正味財産期末残高

19,500,000

6,350,000

14,205,700

2,250,000

1,205,000

43,510,700

37,391,529

6,439,049

43,830,578

△ 319,878

0

0

0

0

△ 319,878

42,800,000

42,480,122

13,665,700

△ 13,665,700

0

0

0

42,480,122

19,000,000

4,795,000

13,466,306

2,425,000

1,305,000

40,991,306

35,017,198

6,089,737

41,106,935

△ 115,629

0

72,000

72,000

△ 72,000

△ 187,629

41,205,510

41,017,881

12,804,000

△ 12,804,000

0

0

0

41,017,881

500,000

1,555,000

739,394

△ 175,000

△ 100,000

2,519,394

2,374,331

349,312

2,723,643

△ 204,249

0

△ 72,000

△ 72,000

72,000

△ 132,249

1,594,490

1,462,241

861,700

△ 861,700

0

0

0

1,462,241

平成26年度　収支予算書（平成26年4月1日から平成27年3月31日まで）

科　　目 本年度予算 前年度予算 増　　減

※詳しくは、福島法人会ホームページをご覧下さい。
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《
平
成
　
年
度
税
制
改
正
に
つ
い
て
》

　

平
成
26
年
３
月
31
日
付
で
「
所
得
税
法

等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
」
が
公
布
さ

れ
ま
し
た
。

　

法
人
税
関
係
の
改
正
内
容
に
つ
い
て
順

次
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

１
．
復
興
特
別
法
人
税
の

　
　
　
　
　
　
　
　
１
年
前
倒
し
廃
止

　

法
人
は
、
基
準
法
人
税
額
に
つ
き
、
復

興
特
別
法
人
税
を
納
め
る
義
務
が
あ
り
、

復
興
特
別
法
人
税
の
額
は
、
原
則
と
し
て

平
成
24
年
４
月
１
日
か
ら
平
成
27
年
３

月
31
日
ま
で
の
期
間
（
以
下
「
指
定
期

間
」
と
い
い
ま
す
。）
内
に
最
初
に
開
始

す
る
事
業
年
度
開
始
の
日
か
ら
同
日
以
後

３
年
を
経
過
す
る
ま
で
の
期
間
内
の
日
の

属
す
る
事
業
年
度
（
以
下
「
課
税
事
業
年

度
」
と
い
い
ま
す
。）
の
基
準
法
人
税
額

に
10
％
の
税
率
を
乗
じ
て
計
算
し
た
金
額

と
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

今
回
の
税
制
改
正
に
よ
り
、
前
記
の
指

定
期
間
が
平
成
26
年
３
月
31
日
ま
で
と
さ

れ
、
ま
た
、
課
税
事
業
年
度
が
指
定
期
間

内
に
最
初
に
開
始
す
る
事
業
年
度
開
始
の

日
か
ら
同
日
以
後
２
年
を
経
過
す
る
日
ま

で
の
期
間
内
の
日
の
属
す
る
事
業
年
度
と

さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
復
興
特
別

法
人
税
の
課
税
期
間
が
１
年
短
縮
さ
れ
ま

し
た
。

　

な
お
、
課
税
事
業
年
度
終
了
後
の
各
事

業
年
度
に
お
い
て
、
法
人
が
利
子
及
び
配

当
等
に
課
さ
れ
る
復
興
特
別
所
得
税
の
額

は
、
所
得
税
の
額
と
み
な
し
て
、
各
事

業
年
度
の
法
人
税
の
額
か
ら
控
除
し
、
復

興
特
別
所
得
税
の
額
で
法
人
税
の
額
か
ら

控
除
し
き
れ
な
か
っ
た
金
額
が
あ
る
と
き

は
、
そ
の
金
額
を
還
付
す
る
こ
と
と
な
り

ま
す
。

２
．
生
産
性
向
上
設
備
等
を
取
得
し
た
場

合
の
特
別
償
却
及
び
法
人
税
額
の
特
別

控
除
制
度
の
創
設

　

青
色
申
告
書
を
提
出
す
る
法
人
が
、
産

業
競
争
力
強
化
法
の
施
行
日
（
平
成
26
年

１
月
20
日
）
か
ら
平
成
29
年
３
月
31
日
ま

で
の
期
間
（
以
下
「
指
定
期
間
」
と
い
い

ま
す
。）
内
に
、
特
定
生
産
性
向
上
設
備

等
※
１
の
取
得
等
を
し
て
、
こ
れ
を
国
内

に
あ
る
当
該
法
人
の
事
業
の
用
（
貸
付
の

用
を
除
き
ま
す
。
以
下
同
じ
）
に
供
し
た

場
合
に
は
、
そ
の
事
業
の
用
に
供
し
た
日

を
含
む
事
業
年
度
（
平
成
26
年
４
月
１
日

以
後
に
終
了
す
る
事
業
年
度
に
限
り
、
合

併
以
外
事
由
に
よ
る
解
散
の
日
を
含
む
事

業
年
度
及
び
清
算
中
の
各
事
業
年
度
を
除

き
ま
す
。）
に
お
い
て
、
そ
の
特
定
生
産

性
向
上
設
備
等
の
取
得
価
額
の
50
％
（
建

物
及
び
構
築
物
に
つ
い
て
は
25
％
）
相
当

額
の
特
別
償
却
又
は
取
得
価
額
の
44
％

（
建
物
及
び
構
築
物
に
つ
い
て
は
２
％
）

の
税
額
控
除
※
２
の
い
ず
れ
か
を
選
択
適

用
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
指
定
期
間
の
う
ち
、
平
成
28
年

３
月
31
日
ま
で
に
取
得
等
を
し
て
、
国
内

に
あ
る
当
該
法
人
の
事
業
の
用
に
供
し
た

特
定
生
産
性
向
上
設
備
等
に
つ
い
て
は
、

そ
の
事
業
の
用
に
供
し
た
日
を
含
む
事
業

年
度
に
お
い
て
、
即
時
償
却
又
は
取
得
価

額
の
５
％
（
建
物
及
び
構
築
物
に
つ
い
て

は
３
％
）
の
税
額
控
除
※
の
い
ず
れ
か
を

選
択
適
用
で
き
ま
す
。

　

な
お
、
産
業
競
争
力
強
化
法
の
施
行
日

か
ら
平
成
26
年
４
月
１
日
前
に
終
了
し
た

事
業
年
度
の
末
日
ま
で
の
間
に
、
取
得
等

を
し
て
、
こ
れ
を
国
内
に
あ
る
当
該
法
人

の
事
業
の
用
に
供
し
た
場
合
に
は
、
平
成

26
年
４
月
１
日
を
含
む
事
業
年
度
に
お
い

て
適
用
で
き
る
こ
と
と
さ
れ
ま
し
た
。

※
１ 

特
定
生
産
性
向
上
設
備
等
と
は
、

生
産
等
設
備
を
構
成
す
る
機
械
・
装
置
、

工
具
、
器
具
・
備
品
、
建
物
、
建
物
附

属
設
備
、
構
築
物
並
び
に
ソ
フ
ト
ウ
エ

ア
で
生
産
性
向
上
設
備
等
に
該
当
す
る

も
の
の
う
ち
、
一
定
規
模
以
上
の
も
の

を
い
い
ま
す
。

※
２ 

税
額
控
除
に
つ
い
て
は
控
除
を
受

け
よ
う
と
す
る
事
業
年
度
の
法
人
税
額

の
20
％
相
当
額
を
限
度
と
し
ま
す
。

※
詳
し
く
は
、
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
掲
載
し
て
い
る
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

県
税
か
ら
の
お
知
ら
せ

《
県
税
の
優
遇
措
置
に
つ
い
て
》

　

復
興
産
業
集
積
区
域
内
及
び
避
難
解
除

区
域
等
内
に
お
い
て
、
平
成
28
年
３
月
31

日
ま
で
に
一
定
の
施
設
又
は
設
備（
建
物
・

建
物
附
属
設
備
、
構
築
物
、
機
械
・
装
置

な
ど
）
の
新
設
又
は
増
設
を
行
っ
た
事
業

者
は
、
申
請
に
よ
り
法
人
事
業
税
、
個
人

事
業
税
、
不
動
産
取
得
税
な
ど
の
県
税
の

課
税
免
除
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

対
象
事
業
者
は
、
市
町
村
の
指
定
、
県
の

確
認
、
認
定
を
受
け
て
い
る
こ
と
が
条
件

に
な
り
ま
す
。

《
代
替
取
得
し
た
不
動
産
に
係
る

　
不
動
産
取
得
税
の
特
例
措
置
に
つ
い
て
》

　

東
日
本
大
震
災
に
よ
り
被
災
し
た
家
屋

と
そ
の
敷
地
、
農
地
の
所
有
者
が
、
そ
れ

ら
に
代
わ
る
も
の
を
平
成
33
年
３
月
31
日

ま
で
に
新
た
に
取
得
し
た
場
合
、
不
動
産

取
得
税
が
軽
減
さ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
帰
還
困
難
区
域
、
居
住
制
限
区

域
内
な
ど
に
あ
る
家
屋
と
そ
の
敷
地
、
農

地
に
代
わ
る
も
の
を
新
た
に
取
得
し
た
場

合
に
も
、
軽
減
措
置
が
あ
り
ま
す
。

詳
し
く
は
、
最
寄
り
の
地
方
振
興
局
県

税
部
ま
た
は
県
庁
税
務
課
ま
で
お
問
い

合
せ
く
だ
さ
い
。 　
　
（
県
庁
税
務
課
）
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て
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総
会
に
先
立
ち
、
午
後
２
時
30
分
よ
り

記
念
講
演
会
が
開
催
さ
れ
た
。

講
師
に
は
、〝
世
界
が
驚
く
お
も
て
な
し
！

新
幹
線
清
掃
チ
ー
ム
７
分
間
の
奇
跡
〞
と

し
て
、
マ
ス
コ
ミ
等
に
数
多
く
取
り
上
げ

ら
れ
て
い
る
㈱
Ｊ
Ｒ
東
日
本
テ
ク
ノ
ハ
ー

ト
Ｔ
Ｅ
Ｓ
Ｓ
Ｅ
Ｉ
お
も
て
な
し
創
造
部
顧

問
の
矢
部
輝
夫
氏
。

　

講
演
会
で
は
、
Ｔ
Ｅ
Ｓ
Ｓ
Ｅ
Ｉ
が
抱
き

続
け
た
７
つ
の
希
（
お
も
）
い
に
つ
い
て

ふ
れ
、①「
人
」は
自
ら
の
真
の「
役
割
」「
使

命
」
を
再
認
識
し
納
得
す
る
こ
と
で
新
た

な
希
望
・
夢
を
持
つ
、
②
「
形
」
を
変
え

れ
ば
、「
意
識
」
も
変
わ
る
、
③
「
熟
練
」

「
技
術
」「
評
価
」
こ
の
３
つ
の
キ
ー
ワ
ー

ド
が
チ
ャ
レ
ン
ジ
の
原
動
力
と
な
る
、
④

「
改
善
」
を
進
め
る
「
人
々
」
の
力
に
よ
っ

て
「
組
織
」
は
ま
す
ま
す
強
く
な
る
、
⑤

「
人
」
は
「
認
め
ら
れ
る
」
こ
と
に
よ
っ

て
自
分
の
「
役
割
」「
使
命
」
を
認
識
し

成
長
す
る
、
⑥
小
さ
な
「
成
功
体
験
」
の

積
み
重
ね
が
大
き
な
「
成
功
」
を
形
造
る
、

⑦
組
織
の
挑
戦
は
一
人
の
カ
リ
ス
マ
だ
け

で
は
な
く
組
織
の
イ
ン
テ
グ
レ
ー
ド
そ
こ

に
働
く
人
々
一
人
ひ
と
り
の
「
工
夫
」「
努

力
」「
熱
意
」「
誇
り
」
に
よ
っ
て
達
成
さ

れ
る
等
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
こ
と
細
か
く

説
明
い
た
だ
い
た
。

　

ま
た
、
新
幹
線
の
運
行
を
新
幹
線
劇
場

と
い
う
ス
タ
ン
ス
（
思
い
出
を
共
有
す
る

ス
テ
ー
ジ
）
と
捉
え
る
中
で
、
制
服
を
一

新
し
た
り
、
み
ん
な
を
認
め
合
う
と
い
う

観
点
か
ら
表
彰
制
度
を
設
け
、
社
員
の
意

識
改
革
に
取
り
組
み
な
が
ら
、
小
さ
な
成

功
の
積
み
重
ね
が
今
に
繋
が
る
な
ど
会
社

の
熱
い
思
い
が
伝
わ
る
講
演
会
だ
っ
た
。

　

今
回
の
税
制
改
正
は
、「
デ
フ
レ
脱
却
・

経
済
再
生
」
の
実
現
、
税
制
抜
本
改
革
及

び
震
災
復
興
支
援
と
い
う
立
ち
位
置
に
基

づ
い
て
、
企
業
の
投
資
等
を
積
極
的
に
促

し
て
い
る
減
税
策
が
多
く
盛
り
込
ま
れ
て

い
ま
す
。
基
本
路
線
と
し
て
は
法
人
減
税
・

個
人
増
税
と
い
う
流
れ
の
改
正
と
い
え
る

で
し
ょ
う
。
紙
幅
の
関
係
で
詳
細
等
は
紹

介
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
が
、
以
下
で

重
要
な
項
目
に
つ
い
て
ポ
イ
ン
ト
を
解
説

し
ま
す
。

法
人
税
関
係
で
は
①
復
興
特
別
法
人
税
に

つ
い
て
1
年
前
倒
し
の
廃
止
と
な
り
ま
し

た
。
②
交
際
費
課
税
に
つ
い
て
は
、
資
本

金
一
億
円
超
の
法
人
に
つ
い
て
飲
食
費
の

50
％
ま
で
損
金
算
入
を
認
め
、
ま
た
、
資

本
金
一
億
円
以
下
の
法
人
に
つ
い
て
は

八
百
万
円
ま
で
の
全
額
損
金
算
入
と
飲
食

費
50
％
ま
で
の
損
金
算
入
を
有
利
選
択
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
③
生
産
性
向

上
設
備
投
資
促
進
税
制
と
し
て
、
先
端
設

備
及
び
生
産
ラ
イ
ン
や
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン

の
改
善
に
資
す
る
設
備
を
対
象
に
、
平
成

28
年
3
月
31
日
ま
で
は
即
時
償
却
か
５
％

若
し
く
は
３
％
の
税
額
控
除
、
平
成
29

年
3
月
31
日
ま
で
は
50
％
の
特
別
償
却
か

４
％
若
し
く
は
２
％
の
税
額
控
除
と
の
選

択
適
用
が
で
き
る
制
度
が
創
設
さ
れ
ま
し

た
。
④
中
小
企
業
投
資
促
進
税
制
と
し
て
、

従
来
制
度
に
加
え
て
、
設
備
が
③
と
重
複

す
る
場
合
は
即
時
償
却
と
７
％
（
資
本
金

三
千
万
円
以
下
は
10
％
）
と
の
税
額
控
除

と
の
選
択
適
用
が
認
め
ら
れ
ま
し
た
。
⑤

所
得
拡
大
促
進
税
制
は
適
用
要
件
を
緩
和

し
、
拡
充
さ
れ
ま
し
た
。

消
費
税
関
係
で
は
、
簡
易
課
税
の
見
直
し

と
し
て
、
現
行
の
5
区
分
（
第
1
種
か
ら

5
種
）
を
6
区
分
と
し
、
金
融
・
保
険
業

の
み
な
し
仕
入
率
が
60
％
か
ら
50
％
へ
、

不
動
産
業
の
み
な
し
仕
入
率
が
50
％
か
ら

40
％
へ
変
更
さ
れ
ま
し
た
。

個
人
所
得
税
関
係
で
は
、
現
行
の
給
与
所

得
控
除
の
上
限
額
千
五
百
万
円
が
、
平
成

28
年
分
に
千
二
百
万
円
、
平
成
29
年
分
以

降
は
一
千
万
円
へ
変
更
さ
れ
ま
す
。

資
産
税
関
係
で
は
、
譲
渡
所
得
に
係
る
取

得
費
加
算
特
例
の
見
直
し
が
な
さ
れ
、
譲

渡
し
た
土
地
等
に
対
す
る
取
得
費
に
つ
い

て
、
当
該
土
地
等
に
対
応
す
る
相
続
税
額

の
み
を
加
算
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

以
上
駆
け
足
で
紹
介
し
ま
し
た
が
、
前

述
以
外
の
改
正
点
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

各
改
正
に
つ
い
て
、
適
用
時
期
や
要
件
が

異
な
り
ま
す
。
詳
し
く
は
お
近
く
の
税
理

士
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

東
北
税
理
士
会
福
島
支
部　
　
　
　

佐
々
木
史
隆

第
２
回
通
常
総
会
記
念
講
演
会
開
催〜

世
界
が
驚
く
お
も
て
な
し
！

　  

新
幹
線
清
掃
７
分
間
の
奇
跡
〜

〜
世
界
が
驚
く
お
も
て
な
し
！

　  

新
幹
線
清
掃
７
分
間
の
奇
跡
〜

〜
世
界
が
驚
く
お
も
て
な
し
！

〜
世
界
が
驚
く
お
も
て
な
し
！

〜
世
界
が
驚
く
お
も
て
な
し
！

〜
世
界
が
驚
く
お
も
て
な
し
！

〜
世
界
が
驚
く
お
も
て
な
し
！

〜
世
界
が
驚
く
お
も
て
な
し
！

〜
世
界
が
驚
く
お
も
て
な
し
！

〜
世
界
が
驚
く
お
も
て
な
し
！

〜
世
界
が
驚
く
お
も
て
な
し
！

〜
世
界
が
驚
く
お
も
て
な
し
！

〜
世
界
が
驚
く
お
も
て
な
し
！

〜
世
界
が
驚
く
お
も
て
な
し
！

〜
世
界
が
驚
く
お
も
て
な
し
！

〜
世
界
が
驚
く
お
も
て
な
し
！

〜
世
界
が
驚
く
お
も
て
な
し
！

〜
世
界
が
驚
く
お
も
て
な
し
！

〜
世
界
が
驚
く
お
も
て
な
し
！

〜
世
界
が
驚
く
お
も
て
な
し
！

〜
世
界
が
驚
く
お
も
て
な
し
！

〜
世
界
が
驚
く
お
も
て
な
し
！

〜
世
界
が
驚
く
お
も
て
な
し
！

〜
世
界
が
驚
く
お
も
て
な
し
！

〜
世
界
が
驚
く
お
も
て
な
し
！

〜
世
界
が
驚
く
お
も
て
な
し
！

〜
世
界
が
驚
く
お
も
て
な
し
！

〜
世
界
が
驚
く
お
も
て
な
し
！

〜
世
界
が
驚
く
お
も
て
な
し
！

〜
世
界
が
驚
く
お
も
て
な
し
！

〜
世
界
が
驚
く
お
も
て
な
し
！

〜
世
界
が
驚
く
お
も
て
な
し
！

〜
世
界
が
驚
く
お
も
て
な
し
！

〜
世
界
が
驚
く
お
も
て
な
し
！

〜
世
界
が
驚
く
お
も
て
な
し
！

〜
世
界
が
驚
く
お
も
て
な
し
！

〜
世
界
が
驚
く
お
も
て
な
し
！

〜
世
界
が
驚
く
お
も
て
な
し
！

〜
世
界
が
驚
く
お
も
て
な
し
！

〜
世
界
が
驚
く
お
も
て
な
し
！

「
働
く
誇
り
」

5

税
理
士
会
コ
ー
ナ
ー

「
平
成
26
年
度

　

  

税
制
改
正
に
つ
い
て
」



7
2014

　

昭
和
一
け
た
生
ま
れ
の
私
に
と
っ
て
は
、

理
解
し
が
た
い
近
代
的
な
企
業
だ
。

　

そ
も
そ
も
会
社
名
か
ら
「
何
だ
こ
れ
は
」

と
思
っ
て
し
ま
っ
た
。
M
C
と
言
え
ば
テ
レ

ビ
界
で
は
、
司
会
者
の
こ
と
を
い
う
。
つ
ま

り
番
組
な
ど
を
進
行
す
る
人
。
47
は
？
と
人

あ
た
り
の
良
さ
そ
う
な
板
垣
社
長
に
聞
く
と

「
日
本
の
四
十
七
都
道
府
県
を
イ
メ
ー
ジ
し
て

い
ま
す
」

「
す
る
と
日
本
全
体
を
W
E
B
サ
ー
ビ
ス
す

る
、
つ
ま
り
ク
モ
の
巣
の
よ
う
に
情
報
を
張

り
め
ぐ
ら
せ
る
、
と
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
か
」

「
ま
あ
、
そ
ん
な
と
こ
ろ
で
し
ょ
う
か
」

　

い
ろ
い
ろ
話
を
聞
い
て
私
な
り
に
ま
と
め

て
み
る
と

「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
新
し

く
作
成
し
て
く
れ
て
、
そ
れ
を
管
理
・
運
営

し
常
に
活
性
化
さ
せ
て
い
く
。
顧
客
の
会
社

が
ど
ん
な
仕
事
を
し
、
社
会
に
貢
献
し
て
い

る
か
、
会
社
名
、
住
所
、
社
長
名
、
T
E
L
・

F
A
X
番
号
、
は
も
ち
ろ
ん
会
社
の
情
報
を

分
か
り
や
す
く
、
す
ば
や
く
発
信
し
て
い
く

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
管
理
・
運
営
し
て
い
く
、

と
い
う
こ
と
ら
し
い
」

　

現
在
で
は
大
抵
の
会
社
、
役
所
、
個
人
な

ど
で
も
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
作
成
し
て
発
信
し

て
い
る
と
こ
ろ
が
多
い
。

　

し
か
し
、
中
小
企
業
で
は
、
社
長
や
社
員

が
そ
の
仕
事
を
こ
な
す
に
は
時
間
的
に
も
経

済
的
に
も
難
し
い
の
が
現
状
だ
。

　

そ
こ
に
板
垣
社
長
の
M
C
47
の
活
躍
の
場

が
出
て
く
る
。
最
初
、
一
ヶ
月
の
契
約
費
用

が
五
、四
〇
〇
円
の
基
本
料
金
の
設
定
だ
か

ら
、
忙
し
い
社
長
さ
ん
に
と
っ
て
は
、
か
な

り
の
朗
報
で
あ
る
。

　

板
垣
隆
氏
は
昭
和
四
十
一
年
、
福
島
市
鎌

田
に
生
ま
れ
た
。
会
社
の
近
く
で
あ
る
。
鎌

田
小
か
ら
北
信
中
と
進
み
、
県
立
福
島
高
校

を
卒
業
し
東
京
経
済
大
学
に
合
格
、
専
門
的

に
経
営
を
勉
強
す
る
。
卒
業
す
る
と
福
島
の

印
刷
会
社
で
あ
る
日
進
堂
印
刷
所
に
入
社
す

る
。
そ
こ
で
営
業
ほ
か
印
刷
が
ど
の
よ
う
に

製
品
化
し
て
い
く
の
か
を
体
験
す
る
。
そ
の

後
デ
ジ
タ
ル
関
係
の
仕
事
を
十
年
ほ
ど
続
け

る
。
そ
こ
で
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
し
て
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
な
ど
の
実
務
を
経
験
す
る
。

　

平
成
二
十
一
年
、
二
十
年
勤
務
し
た
日
進

堂
印
刷
所
を
退
社
し
、
個
人
営
業
と
し
て
仕

事
を
開
始
す
る
。
平
成
二
十
二
年
に
株
式
会

社
と
し
て
法
人
化
し
た
。
と
こ
ろ
が
二
十
三

年
三
月
、大
震
災
、ス
タ
ー
ト
し
た
は
良
い
が
、

こ
れ
に
は
困
っ
た
。
そ
れ
ど
こ
ろ
で
は
な
い
。

仕
事
が
進
ん
で
い
か
な
い
。
新
し
い
仕
事
だ

し
、
営
業
し
よ
う
と
し
て
も
福
島
の
人
は
簡

絵
・
文

　や
や
ま
ひ
ろ
し

板垣　隆氏
（福島市北矢野目字金溢28-25・2F）

（０２４）529-5165

代表取締役
㈱MC47WEBサービス

単
に
は
顧
客
に
な
っ
て
く
れ
な
い
。
よ
う
や

く
世
の
中
が
落
ち
着
き
始
め
た
頃
、
友
人
、

知
人
が
心
配
し
て
徐
々
に
お
客
を
紹
介
し
て

く
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
福
島
の
人
々
は
人

情
味
が
あ
っ
て
心
の
温
か
い
人
が
多
い
。
知

人
の
紹
介
、
顧
客
に
な
っ
て
く
れ
た
人
が
次
々

と
紹
介
し
て
く
れ
て
四
年
が
過
ぎ
て
、
よ
う

や
く
軌
道
に
乗
っ
た
感
じ
が
し
て
き
た
。

　

社
員
は
二
名
で
社
長
と
三
人
で
頑
張
っ
て

い
る
。
膨
大
な
数
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
会

社
の
情
報
を
開
い
て
も
ら
わ
な
け
れ
ば
意
味

が
な
い
。
顧
客
の
社
長
さ
ん
と
じ
っ
く
り
会
っ

て
お
話
し
を
聞
き
、
情
報
を
ま
と
め
て
い
く

の
が
一
番
大
事
な
仕
事
だ
。

「
具
体
的
な
モ
ノ
を
売
る
企
業
で
は
な
い
の

で
、
い
わ
ば
虚
業
で
す
。
だ
か
ら
契
約
が
成

立
し
た
ら
、
人
間
的
な
触
れ
合
い
や
人
間
同

士
の
信
用
が
一
番
大
事
に
な
る
の
で
は
、
と

考
え
て
い
ま
す
」
新
し
い
仕
事
の
成
功
を
祈

り
な
が
ら
帰
っ
て
き
た
。
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お知らせ

決算説明会の様子

２６．６．　６
　第２回通常総会
２６．６．　９
　決算説明会
　講師 : 高橋福島税務署
　　　　法人課税第一部門上席調査官
２６．６．１９
　保原支部研修交流会
２６．６．２０
　国見支部役員会
２６．６．２８
　ボウリング大会（婚活応援企画）

【
　
月
の
こ
よ
み
】

　
　
土
用
の
丑
の
日

　
　
　
　「
う
な
ぎ
よ
り
ひ
も
の
」
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